
　

各
種
団
体
に
町
長
が
出
向
き
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
直
接
語
り
合
う『
出
張
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
』。
そ
の
第
三
弾
と
し
て
10
月
9
日
、
町
内
の
小
・
中
学
校
お
よ
び
幼
稚
園
の
教
育
関
係
者

36
人
と
の
懇
談
会
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
多
目
的
ホ
ー
ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
案
さ
れ
た
テ
ー
マ
な
ど
に
基
づ
き
、
活
発
な
質
疑
応
答
や
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 
通
学
路
の
整
備
に
つ
い
て　

質
問
◆
小
・
中
学
生
が
利
用
し
て
い
る
通
学

路
は
、
歩
道
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
部
分

が
大
半
で
、
信
号
機
の
な
い
危
険
な
交
差

点
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
通
学
路
の
整
備

状
況
と
今
後
の
計
画
は
？

町
長
・
建
設
課
長
●
通
学
路
の
整
備
、
特
に

危
険
箇
所
へ
の
歩
道
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
優
先
的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
　

町
で
は
現
在
、
堀
之
尻（
多
古
高
校
上
の

坂
）に
お
い
て
、
平
成
18
年
度
か
ら
歩
道

の
設
置
工
事
を
実
施
し
て
お
り
、
県
に
お

い
て
も
、
南
中（
西
谷
）や
南
玉
造（
南
台
）、

国
道
２
９
６
号（
広
沼
交
差
点
）な
ど
で
、

工
事
・
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

利
用
者
の
安
全
確
保
や
交
通
事
故
防
止

の
点
か
ら
も
、
引
き
続
き
県
な
ど
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
通
学
路
の
整
備
に
つ
い
て

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
信
号
機
や
防
犯
灯
、
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
の
設
置
な
ど
交
通
安
全
施
設
の
整
備

や
、
道
路
の
補
修
、
道
路
沿
い
の
除
草
な

ど
に
つ
い
て
も
、
警
察（
公
安
委
員
会
）や

県
な
ど
の
関
係
機
関
と
調
整
を
図
り
な
が

ら
、
で
き
る
限
り
早
急
に
対
応
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

 

町
循
環
バ
ス
に
つ
い
て　

質
問
◆
現
在
、
小
・
中
学
生
は
町
循
環
バ
ス
を

無
料
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

登
下
校
時
に
利
用
で
き
る
便
が
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
通
学
時
間
帯
に
利
用
で
き

る
よ
う
ダ
イ
ヤ
改
正
は
で
き
な
い
か
？

町
長
・
教
育
長
・
企
画
財
政
課
長
●
町
循
環
バ

ス
は
、現
在「
多
古
ル
ー
ト
」「
久
賀
ル
ー
ト
」

「
常
磐
・
中
ル
ー
ト
」の
３
ル
ー
ト
で
、
一

日
５
便
ず
つ
運
行
し
て
い
ま
す
。
昨
年
10

月
か
ら
小
・
中
学
生
の
運
賃
を
無
料
に
し

て
お
り
、こ
の
効
果
も
あ
っ
て
か
、全
体
の

利
用
者
数
は
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
　

通
学
時
間
帯
に
合
わ
せ
た
ダ
イ
ヤ
改
正

に
つ
い
て
は
、
循
環
バ
ス
は
小
・
中
学
生

だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
町
民
が
利
用
す

る
こ
と
も
あ
り
、
慎
重
に
対
応
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
便
数
を
増
や
し
た
り
、ス
ク
ー

ル
バ
ス
な
ど
が
導
入
で
き
れ
ば
良
い
の
で

す
が
、
現
在
の
財
政
事
情
等
を
考
慮
す
る

と
、
そ
れ
も
難
し
い
状
況
で
す
。

　
　

必
ず
し
も
学
校
側
の
要
望
に
沿
っ
た
も

の
に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
す
べ
て

の
町
民
に
と
っ
て
、
よ
り
一
層
利
用
し
や

す
い
も
の
と
な
る
よ
う
、
必
要
に
応
じ
て

ダ
イ
ヤ
改
正
を
行
う
な
ど
、
利
便
性
の
向

上
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

町
の
防
犯
対
策
に
つ
い
て

質
問
◆
近
ご
ろ
、
子
ど
も
た
ち
が
被
害
に
遭

う
事
件
が
全
国
各
地
で
多
発
し
て
い
ま

す
。
町
と
し
て
の
防
犯
対
策
へ
の
取
組
状

況
は
？

町
長
・
総
務
課
長
・
教
育
課
長
●
町
で
は
現
在
、

多
古
中
学
校
が
事
務
局
を
務
め
る『
多
古

町
青
少
年
健
全
育
成
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
』

と
連
携
し
、
毎
週
金
曜
日
の
夜
に
青
色
回

転
灯
を
設
置
し
た
車
両
に
よ
る
全
町
的
な

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　

パ
ト
ロ
ー
ル
で
使
用
す
る
車
両
の
運
転

に
つ
い
て
は
、
町
職
員
お
よ
び
教
職
員
の

う
ち
、
講
習
を
受
け
た
有
資
格
者
が
交
代

で
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
、
学
校
側

の
協
力
も
得
な
が
ら
、
運
転
が
可
能
と
な

る
有
資
格
者
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　

こ
の
ほ
か
、
千
葉
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
に

所
属
す
る
町
内
12
の
事
業
所
の
皆
さ
ん
に

『
多
古
町
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
協
力
隊
』と
し

て
、
業
務
の
傍
ら
町
内
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー

ル
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
、
危
険

箇
所
へ
の
防
犯
灯
の
設
置
な
ど
に
つ
い
て

も
、
地
元
か
ら
の
要
望
を
最
優
先
に
適
宜

実
施
し
て
い
ま
す
。

 

少
子
化
対
策
と　

　

 

学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

質
問
◆
少
子
化
に
伴
い
、
今
後
も
児
童
・
生

徒
数
の
減
少
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
少
子
化

対
策
と
と
も
に
、
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い

て
も
検
討
が
必
要
に
な
る
か
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
町
と
し
て
の
方
向
性
は
？

町
長
・
教
育
長
●
本
町
に
お
け
る
児
童
・
生

徒
数
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
０
歳
児
の

数
も
一
時
に
は
90
人
を
切
っ
て
し
ま
う
な

ど
、
大
変
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

よ
っ
て
、
総
合
的
か
つ
効
果
的
な
少
子

化
対
策
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
く
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
幼
稚
園
と

保
育
所
の
一
元
化（
幼
保
一
元
化
）に
早
急

教
育
関
係
者
と
の
懇
談
会
を
開
催

第三弾

　昨年度の「地域懇談会」に続いて今年度は、要請を
いただいた各種団体に町長が出向き、町民の皆さんと
直接語り合う『出張まちづくり懇談会』を実施します。
　各区・組合など、おおむね20人以上の団体でお申
し込みください。

お問い合わせ●総務課庶務係　☎76-2611

〜町長と語り合いませんか〜

『出張まちづくり懇談会』

に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
施
設
面
に
お
い
て
も
、
今
年
度

か
ら
本
格
的
に
整
備
を
開
始
し
た
多
古
台

の
一
部
に
、
幼
保
一
元
化
に
対
応
可
能
な

施
設
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
施
設

の
中
で
幼
稚
園
と
保
育
所
の
機
能
を
分
担

す
る
な
ど
、
子
育
て
環
境
の
拡
充
に
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

一
方
、
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、

近
い
将
来
避
け
て
は
通
れ
な
い
問
題
で
あ

る
こ
と
は
十
分
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
向
に
も
十
分
配

慮
し
な
が
ら
、
慎
重
に
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
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